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関係特別委員・農業者 G. M. Petzsch（ペーニヒ）の協力の下に，問題の建築賦役に関して被提議者と
提議者の間で結ばれた契約に基づいて，以下の協定が作成されたことを……告示する．被提議者は…





















































４２．Johann Carl Friedrich Lindner（１８フーフェ）
４３．Johann Gotthelf Steinert（１８フーフェ）
４４．Immanuel Friedrich Türke（１４フーフェ）






































５６．Johann Daniel Friedrich Müller（１８フー
フェ）
５７．Johanne Christiane Türke（１４フーフェ）




（注１）Generalablösungskommission, Nr. 902, Fronablösungsrezeß vom 31. Mai 1837/5. Octbr. 1838 zwischen dem Rittergut


















































































領主の全権 Friedrich Daniel Fischer
Johann Gottlieb Gröttner（１）
この後に続く，字句修正の部分は紹介を省略する．最後は，この協定を１８３８年１０月５日に全国委員




















（注１）ここに領主の全権として署名した F. D. Fischerについて，本稿第１節 （注５）を参照．もう一人の署名者 J. G.
Gröttnerは義務者代表と考えられる．彼の姓名は第４条（ｄ）でも同じである．これは，序文で一連番号２８として記



































なり，８７ターラ １ー２グロッシェンであった．Horst Strohbach, Eyne Chronik der Doerffer tzur Niedern−Frohna und tzum






















































































（注１）Generalablösungskommission, Nr. 1163. Fronablösungsrezeß vom 29. Junius 1838/26. April 1839 zwischen dem Rittergut


















































































池と Grütz池の間の Keller採草地，２アッカ ２ー１５平方ルーテ，（x）Grütz池の下手の水車採草地，１
アッカ １ー８２平方ルーテ，（xi）新池の下手の「亜麻の藪採草地」と（xii）「黒い採草地」，［両者で］
５アッカ １ー４１平方ルーテ，（xiii）新池の上手，「羊道」川の右側の「黒い採草地」，１アッカ ３ー５平




































































































































リンバッハの J. S. F. Voigtの家屋……に課される，すべての賦役，オーバーフローナの J. G. Lindner
の［土地］……，同地の A. F. Gränzの家屋……，および，同地の A. Michaelisの宿屋……に課される































第５条 b． 権利者と手［賦役］農 J. S. Eichler（オーバーフローナ……）［一連番号４７］の間で，
さらに次の協定がなされた．すなわち，後者は，第５条で述べられた地代の他に，賦役の償却に対す
る補償として，２ターラ １ー２グロッシェンの一時金を権利者に与え，それを直ちに支払う義務を負











バッハの１，２（G. Otto），３－５，６（J. M. Hertig），７（A. Pfüller），８，４０（I. Scherf），４１，４２
（A. Lehmann），４３，５５（S. Voigt），オーバーフローナの９（Johann G. Gränz），１０，１１（G. Grobe），




















































した．von Wallwitz伯爵は……協定貨幣で６ターラー以上の年地代を C. G. Bonitzから要求しない，
と．




























オーバーフローナ市となった．Karlheinz Blaschke (Hrsg.), “Historisches Ortsverzeichnis von Sachsen”, Leipzig 1957, S.













（注５）ここに［領主の］代理人として署名した F. D. Fischerについて，本稿第１節（１）（注５）を参照．C. F. Scherf
は本協定一連番号１の馬賦役農である．
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